
下関市入札監視委員会（第６回）審議概要 
 

開催日時 平成２３年８月２４日 １３：３０ 

場所 下関市役所議会棟３階 第４委員会室 

委員 

中谷正行（弁護士） 

太田周二郎（大学教授） 

岡孝（高等学校教諭） 

藤本博美（ファイナンシャルプランナー） 

審議対象期間 平成２３年４月１日 ～ 平成２３年６月３０日 

審議対象総件数  １１１件     （抽出工事名称） 

条件付一般競争

入札 
６２件 新港地区廃棄物処分場整備工事 

指名競争入札 ４３件 小月処理分区下水道管渠布設工事（103） 

抽 

出 

案 

件 
随意契約 ６件 本港地区可動橋改修工事 

指名停止等の運用状

況 
なし 

議事項目、意見等 別紙のとおり 議事概要及び委員か

らの意見・質問、それ

に対する回答等 
議事結果、回答 別紙のとおり 

委員会による意見の

具申又は勧告の内容 
特になし 



別紙 

議事項目、意見・質問 議事結果、回答 

新港地区廃棄物処分場整備工事   

· 代表構成員について、市内に

本店又は支店があることとし

ているが、この設定によって

見込まれた参加者数は多かっ

たのか。 

· 代表構成員の範囲を、市内に支店

がある業者まで広げたことにつ

いて、条件設定を検討する際、市

では本店業者だけでは実績のあ

る業者が１，２社しかないと判断

し競争性確保の観点から、市内に

支店のある業者までとした。結果

として、３ＪＶの応募となった

が、市内に支店を有する業者がま

だあると思われるため、参加者は

もう少し多いと見込んでいた。 

· 設計図書の購入先が、１社で

あるのはなぜか。 

· 当初は２社あったと聞いている

が、大きな現像の機械がある業者

が現在の１社しかないため。 

· この工事は３ＪＶによるもの

だが、３ＪＶとなる基準は何

か。 

· 内規に工種（業種）と金額により

参加ＪＶの定めがあり、土木一式

工事の場合、設計金額が税込４億

円以上で３ＪＶとなっている。 

· 入札参加資格の設定はどのよ

うな方法で決められるのか。 

· 契約室が事務局の下関市建設工

事等参加資格第一審査委員会に

諮り、決定している。委員会のメ

ンバーは、委員長が副市長で委員

は建設関係の部長である。 



小月処理分区下水道管渠布設工事  

· 本件について、優良業者によ

る指名競争入札となっている

が、その理由は。 

· 理由については通常では地理的

条件や手持ち工事の状況などを

加味して決めるが、それに加えて

工事成績、災害協力の登録状況等

を考慮した。 

· １２社指名し競争入札を行っ

ているが、指名業者数につい

て基準があるか。 

· 優良業者指名の場合、通常の指名

競争より多く指名することとな

るが、水道局では請負工事契約事

務要綱により金額で通常の指名

者数を定めている。優良はそれよ

り多少多く指名することとなる。 

本港地区可動橋改修工事   

· 納期と工期の関係は。 · 改修に必要な油圧シリンダーが

特注品で、発注から納入まで８か

月かかるので納期は８か月でと

した。また、納入されたものを当

該箇所に設置し完全に終了する

期間を工期としている。 

· 油圧シリンダーの点検はどの

程度行うのか。 

· 改修工事の契約業者と保守点検

の委託契約をしているが、点検は

年４回以上実施している。ただし

今回の油もれは、通常のメンテナ

ンスでは発見困難と考えている。 

 

 


